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第一部 児童生徒の生活における意識と実践
I 調査研究計画のあら苦し
1調査研、究のねらい
( 1 ) 窓識と実践の関係を明らかにするζ と
ζの研究は，相互にからまりあっている二.つのととがらを切らかにするねらいをもって
いる.一つは，児3寄生徒の生活にIo‘ける;意識と実践の関係の質的な様相を朗らかにする乙
とである.全国教育研究所i1l!盟の共同研究の一環として行なった道徳的価値観調査では.
意識と実践の一致あるいは不一致の量的な関係については知るととができた.一けれども，
lそめ質的な関係の儀相については，じゅうぶんに明らかにするととができv念かった。そと
も ζの研究は一歩を進めて， 拘と実践の量的な関係のみて会<.'その質的な関係およ
び発達的変化の様相を明らかにしようとねらったのである。しかも， とれを道徳的価値観
!査のようにあらかじめあ、となの考えでつくづた滋択肢に対する児童生徒の反応に求める
ではなく ，彼らの生活と体験の中からどく自然なかたちで出てくlる反応を分析する ζと
こよって達成しようとした.
(2) 意識と実践のずれの要因を明らかにすること
ζの研究の第二のねらいは， 児章生徒の生活における意識と実践のずれの要因を明らか
とするζとである.道徳町価値観調査では，児童そ生徒がある行動をとるという場合，いか
なる根拠にもとづいてそういう行動をとるかという主]1由の分析がふじゅうぶんて・あった.
Lたがって，意識と実践のずれの要因についての考案も，とれをじゅうぶんに行なう乙と
p{できなかったのである.そ乙で，との研究では児費生徒がある行動をとるという場合の
・一、
題;出を求めa それを分併するととをとおして，怠識と実践のずれの要因について考祭をす
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すめようとした.意識と実践のずれの問題は・ 教師の問題であると同時に親の閥題であ
り・また子どもたち自身の問題でもあるにちがいない.そして，ずれの要因もおとなの頭
で考えられるようなものだけでなく，子どもたちが・みずからの生活と休験の中から・自
己の心と体を遇して生み出した論理と心理があるにちがいない.ζれらの点を究明したい
のである.
2調査研究の方法
( I ) 三段階構成の自由記述式質問紙法
以上のようなねらいを達成するためにとった調査研究の方法は・三段階構成の自由記述
式質問紙法と非務理1-的ili按法 (norトdireetiveiαterview) の二つである.面後法について
は第二部で述べる ζとにして，と乙では質問紙法だけについて述べる.
道徳的価値線調査の質問紙は，一定の類型1:属する五つの選択肢を配して・〈問1)で
は「たとえ実行はできなくてもどうする乙とがいちばんよいと思うか」を. (IL~2 ) では
「実際にはどのように行動するか」を還択させるというこ段階構成の多肢選択式であった
が，との研究では，も う一つ E問3)の段階を設けて. i実際にはどのように行動した
か」あるいは「実際にはどのような行動になりぞすいか」を問うという三段階総iぷにする
とともに，各段階にわたってs ま盟由を自由記述させるようにした。乙のようにして，道徳
的価値観務笠間泌をつく り直したのが・次に示すような調査問題である.なお，飼査問
)1s(1)から (6)まではまったく同じ形式である.
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(2) 調査問題の例
(1 ) 吉田君の家では，ちかどろ，おとうさんとあ・かあさんがどうしたわ
けかふきげんで，ときどき言いあらそいなどをしています.ζうした乙とから
なんとなく家のなかが気まずくなってしまいました。兄さんぞ姉さんは， rそ
のうちに，おとうさんとおかあさんのきげんがなおるだろうから.それまでだ
まっていればいいきJと言いますが， 吉田君は心配でどうしたらよいか乙まっ
ています.あなたが吉田君だったらどうしますか.
(問 1)乙んな場合.いろいろな考えかたがあるのですが，たとえ実行できなくてもど
うするととがいちばんよいと恩いますか.また，それはなぜですか.理由も書いてくださ
い.
。どうするととがいちばんよいか.
0その想由.
〈問2)ととろで，自分でよいに思ったとあ‘りにはなかなか行なえないものです。あな
たは乙んな場合，実際にはどう行動しようと，思いますか.また，それはなぜですか。理由
も書いてください.
。実際にはどう行動しようと思うか.
。その理由.
(悶3)
1 あなたは過去に，とれと同じような場面にぶつかったととがありますか。ある
ないのどちらかをOでか乙んでください. ある ない
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2 あるとすれば，そのとき実際にはどう行動しましたか.また p それはなぜです
か.理由も望書いてください.
0実際にはどう行動したか.
。その理由.
3 ないとすれば，もしとのような場面にぶつかったら，あなたは(悶2)で答えた
ようにほんとうに平れますか.ぞれない場合には， 実際にはどうなり Aやすいと思い
ますか.また，それはなぜですか.理由も書いてください.
0実際にはどうなりぞすいか.
0その理由.
3調査研究の対象と実施の時期
以上のような質問紙調盗を，小学校6年生，中学校3年生，高校3年生各I00名につ
いて実施した.調査対象の数が少ないので，との研究はあくまでも前例研究のM・を出ない
が・それでもおよその傾1"')はとらえうるであろう.
ま対必実施の1をJ与jは，昭和35年5月26日から 6月1Q日までのl泊であり、 i純金の災絡
にあたっては， 所員が児蛍生従に調査の趣旨をよく説明するとともに， (間1)， (伺
2) io、よび(問 3)の設問の意味を理解させたよで行なった.
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E 家庭生活における意識と実践
1親子のあり方について
( 1 )調室問題
" 
( 1 ) 吉田習の家では.ちかどろ.おとうさんとおかあさ，んがどうしたわ 1，. 
けかふきげんで，ときどき言いあらそいなどをしています. 乙うしたζとか
ら， なんとなく 家の中が気 まずくなってしまいました‘兄さん司宇宙「さんは.
「そのうちに.おとうさんとお・かあさんのきげんがなあ・るだろうから.それま
1， でだまっていればいいさJと言いますが， 吉田索。は心配でどうしたらよいかと
まっています.あなたが吉田君だったらどうしますか.
(2) 小学生の友応
戸
行「 動 おもな理由
①家厳みんなで話し合って解決する 1 1家中が陰気になりおもしろくないから
0家の人みんなでとめる 12ほってbくとますます気まずくなるから
Oわけをきいてみんなでぞめさせる 13どっちかが思いにさまっているから
0家中で相談する 14父にわけをきくとしかられるから
(潤1)205百(問l)11)% (問3)13% 1 [)子どもに恥しいと思ってぞめるから
6話し合いですぐかたがっくから
①自分で直接仲直りさせる
0ぞめてくれとたのむ(泣く〉
O注意してとめてぞる
1長びくといぞだから
2けがをすると悪いから
3けんかするととは患いととだから
0一人ずつ平めても わfうように言う 14けんかをしているとぞかましいから
Oわけをきいてふきげん戸直す 15平どもが見ていると思ってぞめるから
Oどちらかにあヤまらせる 16家の中が明るくなるから
(問1)34% (問2)25% (問3)18% 17家のみんなが迷惑をするから
，..6 .. 
①第ニ者に仲l直りさせてもらう 1親類の人からどっちが惑いか主めでも
。親類の人をつれてくる らえるから
。親類の人から意見してもらう 2自分たち.の手におえないから
0親類の人から手紙を出してもらう 3i;となのととはわからないから
0近所の人にたのむ 4口出しするとかえってしかられるから
〈問1)18% C悶2)16~百(問3) 10%， 5けんかするとf習は親類の家へ行くから
6けんかを早くぞめてもらいたいから
@冗姉にたのむ 1 Iまっておくとなおさらひどくなるから
0兄さんぞぽさんに言う 。子どもがロilししてもきいてくれない
0兄さんぞ姉さんからとめてもらう
A から
〈問1)0% (閉め 6%(問3)4% 3兄姉は年をとっているから
@父母を喜ばせて気げんを直す 1けんかをしていると世間の人に恥しい
0子どもたちみんなで{中ょくする から
0手伝いをよくぞる 2いいととをすると気げんを直すから
。いいことをして気げんをとる 3ほめてくれる時は気げんがよL当地通ら
4ぞつあたりされるといぞだから0父と母をいっしょにテ'パートへやる
。父とl母をピグニアグにぞる 5少しくらい気げんが直るだろうから
0父と母をいっしょにねせる 6いつのまにか仲よくなるから
(間1)10% (閥均 10%(問3)5~百 7けんかをばからしいと思うだろうから
8なるだけ二人だけにした方がどいから
@だまっている I口出しするとしかられるから.
0そのままにしておく 2どうやってとめていいかわからないから
0あいてにならない 3けがやいたい自にあいたくないから
0しらんふりしている 4ロ出しするとかえって争L幼1ひどくな
。気げんが直るのをまつ
. るから
0そっとしておく Sそのうちに気げんが直るだろうから
〈悶1)13% (問2)259百C問3)14% 6i;、となのととl:t何も知らないから
7父母に向っていっても負けるから
①その他 1言い争いより大声を出して気をそらせ
'0どんどん話しかける る
。自分も大声をlとして相撲をとった 2言い争・いをぞめてぼくたちに気をむけ
りする るから
0母に味)5する 8母;がかわいそうだから
0自分もふきげんな顔のまねをする 4そうすれば父母も惑いと思うだろうから
05ととH:J;を別々の部電へ移す 5けがをするといけないから
0誰かが外で見ているとだます 6はずかしいと思って平めるだろうから
C間1)ii% (問2)3% (問:l)6% 
一一
' ミ
-ー
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(3)中学生の友応
一一一一← … E 一一一 一
" 十J 動
①家族みんなで話し合って解決する
。理由をきき話し合って解決する
。みんなで話し合ってできるかぎり
の乙とをする
(いろいう意見を述べ合って悪い所
Uはi主意;しあう
(間り 34%(問2)21% (問3)]8% 、，
@組分でi直接仲直りさせる
。なだめて仲ょくさせる
0自分のζまっているととを話す
O注意してやめさせる ‘ 
0けんかをしないよう頼む
0わけをきいて手をうつ
(問1)27% (問2)20% (問:3)10% 
①第三者に仲直りさせてもらう
O~耳類の入lz打ち明ける
0親類の人に来てもらう
0先生に話をして解決してちらう
O近所の人からとめてもらう
(問1)ti% C問2)10% (閉め 8%
@兄姉にたのむ
O兄ヤ嫡に言ってもらう
O兄や姉に相談する
0兄や!5liの協力をえてイ'Ii寄りさせる
〈問1)2% C間!l)6~百 C間3) 4% 
lJ もな理由
1話し合主乙とによって互いの気持がわ
かるから
2子どもに言われると反省するから
2肉身のζとは家族内で解決するのがよ
しいミからlに岳同侃話乱し…蜘僻肌一E叱山削とUωiけナ
5だまつていれば争いがAぞやまなLい3から
6家庭不1可lとなり不良化する原因となる
から
1
7当事すだけで話し合ってもしかたがなL当古、iIニ問だから2家 中が明るくなるから
q 近所に迷惑をかけたいともかぎらない
~から
42どもが言えば恥しいと思うだろうか
5家出したりすると惑いから 』
6さっぱりした気持でいたいから
17すべてのととがうまくゆかないから
1打ち明けられた人はできるだけのとと
をするから
2fしい人に注意されると直るだろうか
3自分たちの手におえないから
晶子どもが口出ししてはかえって気まず
くさせるから
5自分たちからは話しにくいから
6どちらも自分がよいと恩っlているから
1一人で言う より大勢で言ったほうがい
いから
25分では父母が相手にしてくれないか
3 i貰援きくとしかられるから
4家にいても楽しくないから
5兄ぞ姉にも資任があるから
--.‘ー" -. 
??
???
?
l句父母を喜ばせて気げんを直す
0家中みんなで楽しくする
O家中全部て-映画に行く
0みんなで旅行をする
0おもしろいととを言って笑わせる
O父母の言う乙とをよくする
〈問1)1091} (問2)10% (閉め 7%
①だまっている
Oそっとしておく
0よくなるのをまつ
O向分の部屋へ行く
0*を出る
0勉強に心を向ける
0気にしないようにする
0押入れにもぐりとむ
〈問1)15% (問2)29% (閉め 489五
l①その他
G父が旅行すればよい
0争いがすんでから注意する
O父に手むかう
0他のものにあたりちらす
O自分もふきげんになる
0どうしてよいかわからない
〈問1)691} C関2)4% C問3)59百
同-岡崎圃圃園田~週間四掴町内田摩
1父母もつられて自然にほがらかになる
から
2 !tおし1，'一日をすどぜばたいてい直るから
3そこでちらほらきいて気分をときほぐす
4あらたまってきくと恥しくなると思う
から
5みんなで笑っていれば気げんが直るから
6などぞかなふんい気をつくるため
7自分たちのととが原悶のととが多いから
1貌の ζとには口出ししないほうがよい
から
2子どものく会にと反対にお乙られるから
3よけいなことをして事を大きくすると
いけないから
4自然に仲よくなるから
5おとなとおとなの争いで手がつけられ
ないから
6貌と何かについて話し合うのは恥しい
から
7仲直りをさせるだけの勇気がないから
8そんな乙とを気にせずにいればよいから
9二人をそっとしておけば最後に仲よく
なるから
1毎日顔を合わぜているとあきてしまう
から
2争っている最中だと私たちまでしから
れるから
3母がかわいそうで交がにくいから
4自分の気持が不安になるから
5父母も少しは反省するだろうから
1
6まだ子どもでおとなのととはわからないから
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(4) 高校生の反応
戸
IT 動 おもな理由
①家族みんなで話し合って語草決する I 1言い争いは誤解から生ずる乙とが多い
0原因を除くよう家族全部で話し合う I ~ から
oをとそで話し合いよい方向へもつ /2はわって話し合え削らず和解する
Oみんなで原閃を追求し和解苛せる 13言い争いの原因を根本的に解決できる
..: "" '0) I からoZTの立場と子どもの立場を話し 14ひとりのカでは仲裁がむつかしいから
O家族会議を開いて働きかける
1
5務内の問題iま家庭内で処理すべきだ
話し合って原因にさからわぬよう i 。lとする |6ztz立弱からも考え直してもらい
(問L)44% (問わ 40%(閥均 20% I 17長びくと家令体がH音くなるから
②自分で直接仲i百りさせる
0夫婦問の調獲にのり出す
0別キに言い分をきいて和解させる
Oぞめなさいと忠告する
0原因をさぐりそれとなく注怠する
Oどちらかに軍配をあげる
f問1)18% (間2)10% (閉め R%
¥ 
③第三者に仲直りさせてもらう
0第三者に中にはいってもらう
O親類の人に相談する
。家の司:ri育を知っているものにたの
む
(問1)5%E閉め 4%(間3)4% 
①児姉にたのむ
O兄姉に仲裁にはいってもらう
O兄姉に相談する
O兄姉から言い争いの原因をさぐってもらう
(悶り 2%(問2)2% (向3)6% 
8話し合いが民主主義の原則だから
1家庭lま最も楽しいいといの場であるべきだから
2子どもに忠告されれば考え演すだろう
から
3みんなが併をぞるにもおもしろくないから
4勉強する上にも影響があるから
5近所にみっともないから
日家に帰りたくなくなってしまうから
7好きで夫婦になった仲なのだから
11となの争いはおとなに仲裁してもら
フのがよい
2家庭の;w密を守ってくれるような人1:
3期以昏されてはいろいろ乙まるから
4兄ぞ姉がいないから
5少しぐらいは考え直すだろうから
1年上の人でないと仲裁しにくい
2兄姉i主人生経験をつんでいるから
3兄仰のほうが怒しヤすいから
4仲裁するには世間をよく知っている必要があるから
5子どもでは規が相r.1こしてくれないから
6早く仲直りしてもらいたいから
- 9.，. 
@父母を苔ばせて気げんを直す [ 1 ¥レクリトシザは自然Fし乙りをと
、 oみん念できるだけ!i;ò~らかにする くから
家す族るみんなでレグリエーシヨンを 2 I~がらかにすればふんいきが和らいで
静 0 ・ くるから
0冗談を言いふんいlきをふっとばす 3きふげんのi時は特に楽しみを求めるものだから
。楽しかったすとと，;h、もしろかった 4旅行などは気分を愉快にするものだから乙とを話
0別の話題を詩す 5父母も良心がとがめるだろうから
(間1)12% C問2)13% (問3)20% 6父母の気分をそらすために
、】 7だみかんならが行動をともにするととが肝心
①だまっている 1自然に気げんが直ってくるから
0自然に気げんが宿るのをまつ 2どちらからか自然に和解を求めるだろう
0そのままにしておく 3へた2{械はかえって気げんを惑くす
0なりゆきにまかせる るか
0だまっているよりしかたがない 4 !またからわいわい言ってもしょうがな
0父母の良心のめざめをまつ
いから
5夫鰐の愛情は微妙だから
0声のきとえない所へ行く 時子どもの考えでは介入できないから
(問L)15%ι(間2)26% (問3)39% 
n 人間はそのようなととのくりかえしだ
から
8人のけんかを寅って出る入はばかだから
①その他 1子どもへの影響に気づくだろうから
。かりに自分がふさげんになる 2父より母:への愛情が拾いから
0母に味方する 3夫婦問の問題は複雑だから
0二人だけの話し合いの場を提供する
〈間1)4%く問2)5% (閉め 3%
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(5) 反応I号みられる意識と実践の傾向
(イ〉調査問題(1 )のような場面1:直面して児重宝生徒がどう行動するかは・大きく分
けて次の二つになる.第ーはなんとかして父母のきげんをi古し・争いを和解させようと・す
るもの，第二は父母.のふきげんぞ争いには，あたらずさわらず，そのままほってお、くとい
うものである.
児竜生徒の反応をみると，前者が後者よりはるかに多くなっている.すなわち. rその
ままにしておくJ.rだまっているJ.rそっとしておく」などの行動をとるというもの
は，小学生では(問 1)で j3%， (問2)で25%. C問3)で44%.同様にして中
学生では15%，29%，48%.品.筏主主では15%.26%，39%となっていて，そ
@他のものは，なんらかの方法で父母のきげんを直し，争いを和解させ，そして明るい家
庭をつく りあげていとうとするものである.
ととろでs との中には次の豆つのものが含まれている.第一は「家族みんなで話し合っ
て解決するJというもの，第二は自分で「直接父母を仲直りさせる」というもの，第三は
親績の人とか近所の人とかの「第三者にたのんで仲直りさせてもらう」というもの，第閲
IH兄や姉などにたのんで仲直りさせてもらう」というもの，第五は「父母の喜ぶような
ζともをしてJきげんを直し.争いを和解させようとするものである.
Cロ)まず 「家族みんなで話し合って問題を解決する」という行動には二つの重要なと
とがらが含まれている.一つは「家族がみんなで」というととであり ，そのこは 「話じ合
ってJというととである。みんなで，話し合って，というととは民主社会における問題解
決のいわば苓本原則とでもいうべきものであろう.
そのためか，児童生徒の反応をみると，乙のような行動をとるというものは，小・中，
高校生ともかなり多い.しかも小学生よりは中学生・中学生よりは高校生と， 学年が進む
につれて明大していく傾向を示している.すなわち，とれを(問 1)の反応についてみる
と，小学生20%.中学生34%，高校生34%となっている.
とれだけではない.彼らの反応をしさいに検討してみると，そ乙には発達にともなう質
的な変化もみられる.つまり.小学生は「みんなでとめるJ.rみんなでヤめさせるJ， 
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「みんなで相殺して{中高りをさせる」というような反応が多いが，中学生干高校生に念る
と「みんなで話し合って原因をさぐりp それをとりのぞくようにする」とか「家族会議で
原因を追求し，父母にさからわぬようにする」というように，原因にまでさかのぼって問
題を根本的永続的に解決しJ:.うとする態度が出てきているようである.
ゃっそれならば，彼らがとのようなF動をとるという甥白ば.どとにあるのであろう
か.乙れにも跨逮的な変化をよみとるととができるようである.小学生では「ほっておく
と家中がおもしろくなくなるからJ，rほっておくとますますひどくなるから」というよ
うなE思自づけをしているものが多いが，中学生平高校生になると「夫紛の言いあらそいは
ちょっとした誤解から生ずるもので，みんなで話し合えば誤解がとけるからJとか・ 「家
族みんなで父母の1念場に立ってみたり，子どもの立湯に立ってみたりして話し合う ζとに
よってはじめて哀の和解に逮するから」というように.心の内面的なうどきに対する桐察
と，話し合いとそ民主的な問題解決の長良の手段であるという根拠に裏づけられた理由を
述べるものが多くなってくる.乙れも，見のがしてはならなし手重要な傾向のように思われ
る.
ととろが. (問2)および〈問 3)の反応では. ζのような行動を笑際にとる止いうも
のヤ.とっているというものは，いちじるしく減少しているととが注目される。すなわち
小学生では(問 1)の20%が(間2)では 15%に減少し， (悶3)ではさらに減少し
て13%となづている.同線に中学生は34%，2 1 ~百. 18%.高校生は44 ~百， 40 
%・20%となっている.
〈エ〉次!~ r自分で直桜仲直りさぜるJという行動は，r家]族みんなで話し合って解決
する」という行動とはおもむきを異にし， r父母lてやめてくれとたのむJ，r父母に忠告
するJ.r父母の間にはいって仲裁する」というように.みずから直接，父母の調書il:の
り出すというものできわめて積極的な要素をそなえている.その怠味では民主的念行動の
型であるといえる。児童生徒の反応をみても，とのような行動をとるというものはかなり
多わ.ただし，乙れは小，巾，高校生と学年が進むにつれてしだいに減少していく傾向を
示しているようである.また中学生ぞ高校生では，小学生のように短万直入1:父母に注意
-~.-
したり.たのんだり，泣きついたりするというのではなく. r父と母のさい分を別hにき
いて和解させるJとか，r原因をさぐり ，それとなく注窓するjというように.どく自然
な形で和解させようというものが摺えてくる.
ととろが，r自分で直後仲直りさせる」というものが〈悶 1)よりは E問2)，(問2)
よりは〈閉めとしだいに減少している ζとは，さきの 「家族みんなで話し合って解決す
るJという行動と同級に小.中，高校生に共通の傾向である.すなわち，小学生では34
%， 25%. 1 8%，中学生では27 %. 2 0 %. 1 0弘高校生kでは18%.1 0 %. 
8%という数字となって現われている。つまり恕識と実践のずれはかなり大きいのであ
る.
(ホ)以上のように 〈関2)および(問3)の反応では，r家族みんなで話し合って解
決する」とか， r自分で直該仲直りさせる」とかいうものが目だって減少しているのであ
るが.ζれと逆の傾向を示じているのは，rだまっ・ているJ，rしらんふりをしているj
rそっとしておく」というような行動である.乙うした行動がすべて傍観者・的あるいは逃
避的なものでないととはあとで述べるが，それはともかく，とうした行動をとるというも
のI~・ 小・ 中. 高校生とも(問 2) ;f.;よび(問3)の反応で目だって聞大している.すな
わち.小学生iま13%・25 ~百. 44%.中学生は15弘 29%・48%. 高校生は
15%， 26日r;.39，め となっている。(問 1)で「家族みんなで言否し合って解決する」
とか，r/ー!分で"，if[j訓!rft(りさせるJと言ったもののうちのかなりのものがり湖2)および
(附3)では「だまっているjrそっとしておぐJ.rしらんふりしているJというよう
に答えたものと考えてさしっかえない.
それならば， ζのような行動をとるという理由はいったい何か。とれについても，発途段
階による質的変化がみられるようである。大まかに言って，小学生の反応にみられる特徴
的な傾向1;:， r口出しすると子どものくせにとしかられるから」というようなま里由っ・けを
するものが多いが.中学生ぞ高校生になると. rそのうちに自然に気げんが直るだろうか
とか.，rどちらからとなく臼然に和解を求めるだろう.それがえ節の愛情ー というもの
だ」とか.rへたな仲裁をしたりするとかえって争いをはげしくさせたり，問題を乙じら
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ぜたりするからJというように，夫婦の愛情の本質ヤ自己の行動のもたらす意味を省察し
たうえでの潔白づけが多くなっているようである.したがって. rだまっている」とか
「そっとしておく」とかは表面的には同じであっても，ノI、，中，高校生によって，それが
もっ具体的な意味はかなりちがったものである iように恩われる.
(へ〉次f~r父旬.を1.ばぜてきげんをなおすJという行動についてみようLとの中には
‘「できるだけほがらかにするJ.rみんな仲ょくするJ.rみんなで旅行をする」・ 「挟
函に行えJ.r父母をデノtー トヘヤるJ. i手つだいをよくする」等々が含まれているの
であるが， 要するに.'ζれらは間接的に父母のきげんを直し，和解さ4きょうとするもので
あって・児窓生徒の生活の中から自然I~生み出されてきた問題解決の経験的知恵とでもい
るべきものであろうか.
そのためか.乙の行動をとるというものが.わずかずつではあるが，小学生よりは中学
生 a中学生よりは高校生と，学年が滋むにつれて潟大している乙とがわれわれの注意をひ
く.しかも，高校生では C問1)よりも(問2)に多し (悶2)よりも{悶3)に多く
なっている.
それならば・児童生徒がζのような行動をとるという理由はいったい何か。「父母もつ
られて自然にほがらかになるからJ，rいいζとをすると父母がよろ乙び・きげんを臨し
てくれるからJ.rレクリエーシヨンは自然にし乙りをとくからJ. iふきげんのときは
いつもより以上に楽しみを求めるものだからJ.nまがらかにすれば父母もヤがて良心が
とがめるだろうからJ等々である.
このような考え方のうえに立った行動のほうが，より現実的で・かつ効巣的である場合
がかなりあるにちがいない.いずれにし℃も.彼らの具体的な生活の中から自然に生み出
されてきた考え方や問題解決の方法をだいじに育てあげていく ζとが必要であると思われ
る.
( !・)さいどに・ 予必jしていなかった反応をいくつかひろいあげてみよう.r親類の人
ぞ近所の人にたのんで仲直りさせてもらうJ(小，中.I葛). '1父と母をいっしょにねせ
るJ(1] ，)， r言い争いよりも大声を出してどんどん話しかける;J(小)， r自分たちも
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大声をl!:lして椙撲をとったりするJ(小). i:父と母を別々の部屋へ移すJ(/J、). • r自
分もふきげんな顔のまねをするJ(小，中，高). r母に味方するJ(小，中，高).，r誰
かが外で見ているとだますJ(中コ， r押入れの酌へもぐりとむJ(.中). r買のきとえ
ない所へ行くJ(高). rほかの者にあたりちらす」等々がそのおもなものである.
もとより， ζのような反応は数の上ではそう多くはない.けれども，いずれもはっきり
した理由づけがなされており ，それは彼らの具体的な親子関係ぞ家民主事時三容に基礎をおく
ものばかりである.したがって.このような考え方ぞ行動を興味a本位に取り扱ったり，つ
まらないものとして一笑lとふしたりするようなととがあってはならないと考える.われわ
れにとって必要なことは，ひとりひとりの具体的な親子関係の状況に即して，ひとりひと
りの個性的な考え方ぞ行動を理解し.かつ指導するととでなければならないであろう.
/ 、.
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2男女の協力について
(1) 陶霊長問題
( 1) .iE雄君のおかあさんは，病気のため長い乙とねていますので， 食事
のしたくぞあと.;Ò~たづけは姉さんひ色りでやっていますにある日.志雄君が茶
の間でぶらぶらしていると，台所で夕食のあとかたづけをいそがしそうにして
いる姉さんが，r.iEMF.さん手つだってち ょうだい」と雪いました.i.E雄君が手
づだ沿うとしたとき.外から帰って来たおとう さんが， r.iEv.陸，台所仕事は男
のするととではないよ.お前にはÌò~([の仕事があるだろう」と言いました. 正
主主君はどうしたらよいでしょうかn
仁2) 小学生の反応
行
①乎つだいをする
0手つだったほうがよい
O姉の言うことをきく
0しかたなく手つだう
0ひまなときは手つだう
動
0自分のできる ζとなら手つだう
(問。 72%(閉め 61%(問3)36% 
①手つだいもするし自分の仕事もする
013分の仕事をしてから手つだう
0子つだってから自分の仕事をする
f間1)2/i% (閥均 27%C間3)30% 
おもな理由
1姉さんがかわいそうだから
2どうせぶらぶらしているのだから
3台所仕事は女のするとととき まってい
ないから
4二人でヤれば早くできるから
.5互いに協力してゆかねばならぬから
氏自分も手づだってもらった乙とがある
v から
7手つだうてl'ると気持がよいから
87k遊びができるから
I 1姉さんが助かるから
2O11さんがかわいそうだから
B父も高fiもどちらも喜ぶから
4いくら男だって台所仕事くらいは
5靭ねぼうをするといけないから
6自分の仕事は学校から帰ってすく'やる
から
7 1まと今はちがうから
8自分の食べたあとかたづけは当然一
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③子つだわない ljr;とうさんにしかられるから
(間1)3}G (問2)12% (悶3)32% 2したくないから
3勉強ができなくなるから
4男が台所仕事をするとみばが裂いから
5姉さんだって手つだわないから
6 1闘をとわすと惑いから
@その他 1そらうすなればどうしても男がしなければ
o~とにもしみんなが病気のときはど な いから
うするかとさく 2どっちもいマだから
。どっちの言うとともさかない
(間l)0% (問~) 0% (問3)2;五
(3) 中学生の友応
行 動 ;[a も な 理 由
@手つだいをする 1 fli!!がかわいそうだから
0子つだったほうがよい 2問分はぶらぶらしているのだから
0だまって手つだう 3男女同織の時代だから
。父を説得して手つだう 4父の考えは古いから
。父に自、分のひまな乙とを言って手 ら手つだったほうがみんなのためになる/
つだっ
6かお互らいによい気持になるので。できるかぎり手つだう
(間1)82% (問2)66% (問め 54% 7 DJ:!こ心配をかけるから
②手つだいもするし自分の仕事もする 1そ;しないと父は抗したζと耽る!
0手つだってから自分の仕事をする tJ' 
。自分の仕事をしてから手つだう 2姉がかわいそうだから
。父に自Zの仕事はあとですると話 3吋・が病気なのだから
してか子つだう 4自分の仕事は手つだってからでもできる
(時1)15% (問2)199百(民的 19% 5父にまた自分の仕事をせよと言われる
から
6台所仕事は女ばかりがするものではない
7ζま唱ているとさは助け合うべきだから
一17-
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①手つだわない
(問1)2，% (問2)9% (間3)22% 
1父の言うととをきかぬとあとが悪いから
2父の気持を思くするから
3女のする仕引はめんどうだから
4男は台所仕事をしないほうがよいから
5父は自分より権力があるから
6進んで手つだおうとしたのでないから
①その他 1 1 父iZ従うと的に，姉に従うと父に悪い
0どちらにも従わず勉強する ドから
Oどちらもしないで自分の部屋でねる122な乙とで不快な患いをしたくない
O臓 にとじともっていろいろ考える13手臥ば父に叱られ.そうかといって
0さっさと外へ出て行ってしまう | 自分の仕事もする気になれぬから
0父ぞ姉とよく話し合う 14父にしかられるとおもしろくないから
C問り 1%C問2)6% (問3)5% 1 5話し合えば互いに納得がゆくから
(4) 高 校生の反応
、
動 おもな理由行
①手つだいをする
O予つだうのがあたりまえ
O父を説得して手つだう
0なるべく手つだう
Oだまって手つだう
O自分1:重大なととがない限り手伝
つ
(問1)!)o% cr，_~2) 88% (問り 70%
σ〉予つだいらするし|与分の仕事もする
0・Fつだってから自分の仕事をする
O自分の仕事をしてから手つだう
。同吹するよう努める
0手つだいも自分の仕事もする
(関1)5% (問2)7% C閥:::)14% 
1父の考えはまちがっているから
2病気の母に心配をかけると思いから
3手つだうととによって家庭が明るくな
るから
4 .Oliがかわいそうだから
5ζまっているとき助けるのは人情だから
6将来の税巡の変化にそなえるため
7 .~自:ぞ!ttliの忍ぶのがうれしいから
1台J9i'仏司王くらいTつだうのは当然
2 ~の気持を考えて家の中を切るく した
いから
:3 .!tilだって月分の仕事があるだろうから
4家政はみんな協力すべきだから
5そんなに時認がかかるわけでないから
6何事も自分で者えて行動すべきだから
7自分の乙とは自分でするのがき当然
. 
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③手つだわない 1父をふ、とらせると家のEわが踏くなるから
〈問1JO~話(問2) 4% (閉め 15%， 2めんどうくさいから
3父に従うほうがとくだから
τ〉自く分の仕事らj:c.精を出せば姉もわかって
れるか
5あとかたずけはそんなに忙しくないから
6何となくぽかぽかしいから
7他人に使われるのがいやだから
@その'也 1そのほうがみんな気持がよいから
C家族みんなで分担制をとる 。3命令らされると反抗心が起きる乙ともあ
。父の声いかんによってきまる るか d・
O自分の仕事のいかんによってきまる 3試験などのときは手つだえないから
(問1)0% (問勾 l~百〈問3) 2% a例
j除
、
吋
~ 
、
， 
日
、
目
』
、
' 一 主
、 ， 
《
'・
とー
、
" 
a 
も
-ー . 
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(5) 反応にみられる意識と実践の傾向
(イ〉 調査問題 (2)は効ー からは 「台所仕事を子つだってちょうだい」とたのまれ.一
方父からはr台所仕事は男のすることではないよ」と言われて，点しょうか左しょうか呈
就をきめかねている場合である.とのような場面に誌面して，児1量生徒がどう行動するカ
は次の三つJこ分けられるようである.第一は「手つだいをする」というもの，第二は「寺
つだ、わない」というもの， 、第三は「手つだいもするし自分の仕事もする」というものであるε
と乙ろで児童生徒の反応をみると.I手つだいをする」というものが庄般的に多く a
「子つだいもするし自分の仕釘もする」というものが乙れにつぎ. r手つだわない」とし3
うものはさすがに少ない。とくに〈問1)の反応において!正月つだわないJというも守
はきわめて少なく，小学生で39合，中学生で2%.高校生では皆無という状態である.
(0)まず 「手つだいをする」という行動から検討をはじめよう・乙れは仁問 1)，(問
2)・〈時3)とも，小， 中.I誌と，学年が進むにつれてしだいに憎大してい〈傾向を示「
している.すなわち. (問 1)の反応についてみると，小学生では72%.中学生では8
2%.寓佼生では実iこ95%に逮している。しかも小学生ぞtjt学生では「子つだってぞっ
たほうがよい」とか「だまって手つだう」というような反応が多いのに対し，高校生では
「手つだうのはあたりまえだJとか「父を説得してから手つだう」とかいう反応が多いζ
とが注|司をひく。
それならば「手つだ.うべきだJとするJ!l!Jl-はどのようなものであろうか.ζれにも苦法違
的な変化がみられるようである.小学生伊中学生主に多いのは「姉さんがかわいそうだか
らJとか「臼分はぶらぶらしているのだから」とかいう慰山であるが，高校生になると，
「台所仕事は男のする ζとではないという父の考えはまちがっているから」 とか. r子つ
・だわないと病気のほにふ配をかけ，病気を乙じらせるからJとか. r今は5j女同iト訟の1すrXi
だから」というような理ti:lづけをするものが多い。
(ハ〉しかし， c筒 2)および〈問 3)の反応では「手つだいをする」というものが目
だって減少している事実を見落してはならない。すなわち，小学生ではく問1)の72%
が く問2)では61%に減少し， (問3)ではさらに減少して36%となっている.問機!こ
-20ー
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中学生では82%.66%，54%.高校生では95%払 88%.70%となっている。
ζの減少したほとんどの部分が「手つだわない」という反応へまわったものとみてさしっ
かえない。とのため. r手つだわない」というものは(間 1)の反応に閲するかぎりきわ
めて少なく，とくに高校生では皆無であるが，乙れが(間2):Ji5司よび(問 3)の'反応にな
ると，小学生.中学生，高校生ともかなり明大しているのであと。すなわち，小学生では
(筒1)の2%が(悶2)では9%に増大し. (問3)ではさらに崎大して22%になっ
ている。 同様に中学生では2%.9%， 32%，高校生では0%.4%.15%となって
いる.
それならば， (悶 1)で「手つだうべきだJとしながら(問2)および(問 3)では
「手つだわない」とすJる斑向はどζにあるのであろうか.小学生にみられる特徴的な反応
は「父の言うととをきかないとしかられるからJというととであり，中学生にみられる特
徴竹なR応は「父に反抗してまで手つだうとろとの感情を守し.父の気持を悪くするから」
というものであり， 高校生にみられる特徴的な反応は「父にさからって，感情を傷つける
と家庭のふんいきがくらくなってしまうから」というものである。と乙にも苦言淫iとと もな
う質的変化がよみとれる。
(ニ)次に「手つだいもするし自分の仕事もする」という行動1まいわば姉の要求と父の
要求を荷立させようとするもので，との中!とは「手伝ってから自分の仕事をするJという
ものと， r自分の仕事をしてから手つだう」という二つが含まれている.小学生J[.多いの
は後者であり ，牛学生や高校生に多いのは前者である。
そしてζの両立を求める行動は小学生が長も多く，中学生kや高校生になると減少してい
るとと，小学生，中学生，高佼主主とも， (問1Jよりは(間2). (問2)よりはど (問
3)とi普大する傾向を示しているととが注目される.すなわち，小学生では25%.27% 
.3 0%.中学注では15 %， 1 9 %. 1 9 %'高校生色では5%.7%，14%となっている。
それならば， ζのような行動をとるという狸由は何であろうか。彼らの反応を分析する
と， r父にしかられるから」とか，r父の感f青を害するからJというものと 「姉がかわい
そうだから」とか. r台所仕事lま女のするととときまっているわけではないから」という
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ものが結び合った形で表現されている.そして，小学生では前者の「手つだわない」とい
う行動の理由づけになっていたものが強く出てお・り.中学生ぞ高佼生では後者の 「手つだ
いをする」という行動につながっていくような理由っ・けが~iÎìく出ているようである.
(ホ〉さいどに，予期していなかった反応をひろいあげてみよう. 1-.妨の言うととも父
の言う 乙ともどちらもきかない一一どちらもいやだからJC小)， rどっちにも従わず勉
強する一一父に従うと姉に慈く姉に従うと父に悪いからJ(中)， r手つだいも自分の仕
事もしないで自分の部屋でねる一一そんなととで不愉快な思いをしたくないから」く中)，
「部屋にとじともっていろいろ考える一←手つだえば父にしかられ，そうかといって自分
の仕事をする気にもなれないからJc中)， rさっさと外へ出て行ってしまう一一父にし
かられるとおもしろくないからJ(中)， r家族みんなで分担制をとるーーそのほうがみ
んなが気持がよいからJ(高)， r父の言いかたによってきめる一一父の言い方ヤ表情を
見ぬいて真滋をくみとる必要があるからJ (高〉等々がそのおもなものである.
司-')(~ ~“ 
田学校生活におけ る意識と実践
1 友人としてのあり方について
(1 )調造問題
I (3) 太郎君のクラ矧融探知2夏休みの宿題でした・太郎君は苦心
してひとりで標本を作りましたが.迫rk陸軍守はどうしてもうまくできなかったの
で，だいぶぷんおとうさんに手つだってもらいました.しかし，道雄君は気が
とがめたので.いちばんなかのよい太郎君にだけそのととを言苦しました.とと
ろが先生は.r太郎君と道雄召のがよくできているから，その中のどちらかを
巡んで学校の展覧会に出そう」とおっしゃいました。 乙んなとき，あなたが太
郎君だったらど うしますか.
(2) 小学校の反応
{ 
イ7
①向分の作品を出す
O太郎君のを出すべきだ
勤
0自分のものを出してもらう
。先生にほんとうのととを言う
Oみんなに言いふらす
0はっきり先生に言う
0道雄官のととを思く言う
〈問1)凱)%(閲2)79% (閉め 64%
①友人にゆずる
0道雄君のを出してもらう
I (~間一問1)4% (間2)2% (問3)1% 
おもな理由
1太郎震は自分ひと りで作ったのだから
2道援震は父1:手つだってもらったから
3宿題を手つだってもらうととは恐いと
とだから
4自分が損をするから
5道雄君はいんちきしたんだから
6道雄君のためにならないから
7先生はほんとうのととをわかるから
8父母にしかられるから
1道雄君とはf'lがよいから
2手つだってもらったのでじようずにで
きている
3道雄君1:忍いから
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①先生にまかせる
Oだまっている
。先生の言うとお、りにする
O先生にまかせる
0どちらでもよい
〈問。日%(問勾 15%(問3)33% 
@その他
O友だちから先生に話してもらう
Oひがむ
0友だちに相談する
(間1)1% (間~) 4% C問3)2% 
(3) 中 学 生 の反応
行 動
①自分の作品をL!:lす
0自分のものを出してもらう-
O先生にありの去まを話す
。ほんとうのζとを言いみんなでき
めてもらう
Oみんなに言いふらす
0道雄容を懇く言う
(間1)62% (問2)55% C問3)43% 
1
1友だちがかわいそうだから
2ほんとうのζとを言うと変な自でみら
|… 3みんなが遊lまなくなるから
4自分のものを出してもらいたいためだと思われるから
5道雄君がみんなににらまれるから
6道雄君とは仲がよいから
7気が弱くて先生に言えない
8自分で自分のものをほめるのはいぞだから
日初めて出されるのだったらかわいそう
だから
1政援先生に言いにくいから
2しゃくにさわるから
3自分で内分のがいいとは言えないから
， 
おもな漂白
|司自分は苦心したのに巡雄君は手つだっ
1a てもらった
2自分の標本のほうが価値があるから
Sせっかくの智心がだいなしになるから
4手つだってもらったのと比べるのは不
公平だ
5しゃくにさわるから
6手つだってもらったものは何の効果も
ない
7あとでとやかく言う人がいるから
8も』道雄君のに決っても役は気持がよ
くないだろうから
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②友人にゆずる 1道t証言li反省しているのだから
。道雄君にゆずる 2向分で自分のがよいとは言えないから
。道雄君のを出すように言う 3 ・道雄君だって多少は苦心しているのだ
。道雄君のを出してもらう から
〈問1)26% (間2)20% (閉め 15% 4子1';'伝ってもらったととなんか問題では~， 
5人ないの森口を言っても自分の利盆にな必 | 
①先生にまかせる 1道雄君がかわいそうだから
。先生の指示に従う 2道雄君は良心がとがめているのだから
0だまっている 3道雄章者の同等Jむを傷つけたくないから
0なりゆきにまかせる 4ひきょうだと息われるから
。先生の言うとおりにする 5どちらもゆずり会いをするので
戸
。道と雄君といっ断しょに先か生に罰しあ 6だまっているのがエチケジFであるは先生の~\IJ にま せる
7ほんとiのととを言ったってはじまら
〈問1)10% (間2)20% (問3)42~'; な~，油ミ
8先生を信じたほうがよいから
@その他 1そんなζとで仲が悪くなるといけない
0両方とも出してもらう ようにたのむ から
0みんなで決めてもらう 2他人にもほんと うのととを知ってもらいたいかー ら
。親友に相談する
3臼合で向分のがよいなどとは言えない
(問1)4% (問2)5~6 (問3)0% 治ミ
4先生に告げ口をするのがさらいだから
(4) 高校生の反応
4丁 動 お も ?ζ 理ー 白
①自分の作品を出す 1太郎君の苦心が実らず大きな失望をあ
0道雄君に真実を話させる たえるから
0先生に真実を認す 2 :i首雄君のためにもなるから
0自分の作品を出してもらう ~ EI分で作ったものはたとえへたでも尊
。道雄習が自発的に辞退するように
民いから
する 4宿題は自分で苦心して完成する乙とに
ハ)道先雄生若にの良心を俄っけないように
意味がある
訴す 5不Eが正義に勝つととは許されない
(問1)29% C問2)24% (問的 20% 6うそをつく ととは気分が革Eいから
7いぞな思いをし信用されなくなるから
8気がとがめているといっても今後自力
でJやらせるために
--25 ~ 
①友人にゆずる 11- り山ーをもてば
0道縫君のを出して守る よ1"
。自分は辞退する ほんをうのととを言らうととは自分の人も2格をみんなの前l之さ けlHすような
0道雄君・1:'ゆずる のだから
(問1)30% (問2)2，1-，% (閉め 19% 3ζれくらいの乙主で親友を失うのはつ
まらない
4道雄習の芳心も認められるから
。苧ぱ縫習に肩身のせまい思いをさせたく
1" 
①先生にまかぜる 1先生やクラスの者は実力の授を知って
。道雄容ーのととはさかないものとし
いるから
てだまっている 2人の秘密は守ってやるべきだから
。そのまま見のがしてぞる 3出されよよと出されまいと自分がEし、 ければそ でよい
。手つだってもらった乙とは誰・にも
話さない 4そんなととで友情を古たいたくないから
0自分の胸の中にしまっておく 5そんならにむきになるほどの問題ではな
{問1)33% (問2)41% (問3)5]% 
G第三者がよいと思ったのでよい
7道雄君もすでに反省をしているのだから
@その他 1道l雄君の熱滋と努力だ勺でかうべきだ
0どちらも山品してもらう から
。みんなの推務したものを出す 2そうすればますます友情が深まるから
0次回から共同製作をすすめる 3そうすればみにくい競争がなくなるから
(問1)89百(問2)1]% (問3)10% 
- 26-
(5) 反応にみられる怠織と実践の傾向
(イ)調査問題(3)は，自分ひとりで作った線本と，大邸分父貌から手つだってもら
た友人の原本のどちらを展覧会に1!:1すかという問窃であるが，このような場到!こア度目し
て児窓生徒がどう行動するかは，およそ次の三つに分けられるようである.第ーは 「先牧
にほんとうの乙とを話して向分の作品を出す」というもの，第二は 「友人にゆずるJとい
うもの・第三は「先生にまかせるJというものである.さいどの行動の中には，r自分の
作品を出してもらいたいのだが.そのととを言えないから，先生にまかせる」というよう
なものも多少合まれてはいるが，大郎分のものは 「友人にゆずる」という気持を含めて
「先先にまかせる」とか・ 「なりゆきにまかせる」とか・「そのまま見のがしてぞる」と
かというものである。
小学生や中学生には，I自分の作品を出す」というものが多く，高校生になると， r友
人にゆずる」というものや， r先生にまかせる」というものが多くなっている.
(ロ)まず「自分の作品を出すJという行動からみよう.とのような行動をとるという
ものは，c問1)， (問2)・ (問3)とも小学生に最も多く，中学生，高校生と学年が
進trl-:つれてしだいに減少していく傾向を示している.すなわち. c間1)の反応につい
てみると，小学生の90%が中学生になると 62%に減少し，高校生になるとさらに減少
して29%となっている.
そして.小学生や中学生では 「先生にほんとうのととを言うJとか， rみんなに言いふ
らす」とか， f道雄君のととを惑く言う」とか，自己の感情をむき出しにした反応が多い
が，高校生になると，よしんば 「自分の作品を出すjという気持があったとしても，それ
をむきだしにせず. r道雄君に真実を先生に認すようすすめ，辞退するようにさせるJと
か. r道雄君の良心を傷つけないように先生I~話す」 とかいう反応が多く なっている.
とうした変化は，理由づけの中にも現われている.すなわち，小学生々中ヤ生1:多くみ
られる刻由づけは，r宿題を手つだってもらった ζとは悪いととだから」とか， r自分は
ひとりで作ったのに道雄煮は手つだってもらったのだから」とかt 1:道雄君のがl!:¥される
と向分が煩をする」というようなものであるのに対し，高校生になると.r手つだっても
- rf{ー
らった作品を応すととは道雄君のためにもならないから」とか， r太郎君の作品を出さな
いと主主j:大主念失望をあたえるからJとか， r自分で作ったものはたとえへたであっても
就いから」とかいう理由づけをするものが多い。とれも，一つの大きな発達的変化である
と思われる e
なお， r自分の作品を出す」というものは，小学生，中学生，高校生とも (問2)1.:;]; 
び(問 3)の反応においてはかなりの減少を示している乙とが注目される。すなわち， ，'J、
学生では C開1)の90%が(悶2)では79%1::減少し， (間3)ではさらに減少して
64%となヴており，向様に中学生では62%，5 2 %. 43%，高校生?は29%，2 
4 %. 2 0 %となっている。
Cハ〉 次に「友人にゆずる」という行動は「道雄君のをiおしてもらきようにするJ.r道
厳科にゆずるJ.r自分Ii辞退する」というような反応であるが， 予想どゐ-り小学生には
きわめて少ない。 しかし， 中学生ぞ高校生ではかなり多い.すなわち，小学生では(問
1 )で4%， (問2・〉で2%， (間3)で1%となっているのに対し， 中学生では2.6%
2 0 ~る， 15%，高校生では30%，24%， 1 9 %となっている.
そして，当然のζとながら理由づけの発達的変化もみられる.つまり，小学生に多いの
はF道雄君とはなかがよいから」とか， r道雄君のは父に手つだってもらってじようずじ
できているからJというものであるのに対し， 中学生ヤ高校生では「道雄君は反省をし句て
いるのだからJi r道雄肴だって苦心をしており p 努力しているのだからJ，r手つtf.っ
てもらった乙となんかは問題ではないからJ，rたとえ展覧会に出品されなくても自分で。
やりとげた乙とに一自信をもっていさえすればよいからJ，r道雄君iz肩身のせまい思いを
させたFく怠いから」というような理由づけをするものが多い.
しかし，とれも(問2)および〈問.3)の反応になると中学生や高校生でもl目だって減
少していく傾向を示していることが注目をひく点である。
〈ニ〉 ζれとは反対に. rうや、斗jごまかせる」という行動は (1関2)および(問 3)の反
応では目だって治大字る傾向を示している。すなわち p 小学生では (問1)の6%が，
く間2)では 15%に埼大し C間3)ではさらに泡大をして33%になっている。同稔に
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中学生ではlO%，20%，42%，高校生でほ33%，4 1 %' 5 1 %となっている.
それならば 「先生にまかせる」という理由はど ζにあるのであろうか。小学生に多い理
由は「道雄君がかわいそうだから」とか，rほんとうのととを言うとみんなに変な目で見
られるから」とか，rほんとうのととを先生に言う勇気がないから」というようなもので
あるの1.::対し p中学生や高校生では，n菖誰君の自啓心を傷つけなくないから」とか 「人
の秘'がを守りだまっているのがエチケットであるから」とか，r展覧会に出されようが出
されまいが自分が正しければそれでよいからJとか，rそんなことで友情を失いたくない
から」とか，rそんなにむきになるほどの問題でもないから」とかいう理由づけをするも
のが多い.
(;j;)さいどに，予期していなかった反応をいくつかひろい出してみよう、.r自分から
先生1:言わないが友だちから先生に話してもらう一一定按先生に言いにくいからJc;小〉
「友そちに相談する一一自分で自分のがよいなどとは言えないからJ(小a中)， rみん
なで決めてもらう F ー他人にもほんとうの乙とを知ってもらいたいから p そうすればます
ます友情が深まるからJ(中，高)， l臼分の作品も友人の作品も両方とも出品してもら
うようにする 一ー一友人の熱怠だってかうべきであり，そんなことで仲が悪くなるといけな ぜ
いからJC中，高)， rとの次から共同製作をヤらないかとすすめる一一そうすればみに
ー〈い凝争もなくなるだろうからJC高)などがおもなものである.さいどの (jiI!j方とも出
してもらうようにする」とか， r次!2:1から共同製作をぞらないかとすすめる」とかは，み
ずからの具体的な生活経験の中から生み山されてきた考え方ぞ問題解決の方法であって，
その怠味Jをよくくみとり，かつ尊重していく必要があるように恩われる.
-~ー
2、集団生活のあり方について
( 1 )調牽問題
(4) 近ごろわたくしたちのクラスに二つのグループができて，とさおり ー
しようとつが怒るようになってきましたo Aのグループは， 家がよいとか，勉
強ができるとかいう乙とをいつもじまんしている 7，8人のグループです.B
のグループは， ^のグループの人たちの感口を言ったり.みんなと親しもうと
しない5，6人のグソレープです. 乙のためクラスの 2l気が思 くなってきまし
た.こんなとき，あなたがどのグループにもはいっていないとしたらどうしま
すか.
(2) 小学生の反応
行 動 お も ￥1.: 理 自
、
①みんなで話し合って解決する 1組全体がj訟もしろくなくなるから
。学級のみんなで相談する 2みんなに迷惑をかけるから
。学級会に出して反省させる 3じまんしたり怒ロを言うととは惑いから
0みんなで相談して仲直りさぜる 4いつまでもけんかをしているから
(閲J)20% (閥均 12%(問3)10% 5教室の中がごちゃごちやするとやかま
しLコ
6みんな仲ょくしていくもの疋から
7塑な係していたい人がいないとけんかに
るから
日みんなからのけものにされるから
-. 
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@斑袋f中震りさせる 1かまわないでおくともっとひどくなる
0悶みを仲直りさせる から
0雨グループを話し合わせる 2グラスの空気がだんだん惑くなっていくから
0商グループに注意する 3どちらのグループもよくないから
Oグループを解散させる 4グループに入っていない人に迷惑だから
0荷方の悪い所をi直させる 5ぞかましくて勉強がならないから
o~のグルーフ・にじまんするなと言 6両方で話し合えばわかってくれるだろう
つ
o!のグループに思コを言うなと注 7自分たちで1)(省して思いと乙ろをl直す
怠する だろう
(問1)4IJ% (問2)38% (問3)19% 8 ~の方がだまっていればBの方もだまるだろう
9みんな一度によくするととはできない
から
③弁生からとめてもらう 1長くつづくといぞだから
0先生に霧してとめてもらう 2先生，に注意されれば何Iよくなるから
O*'生から注意してもらう 3もし大げんかになったら大変だから
0先生I~言いつける 4教室の中がますます変になるから
。先生から解放させてもらう 5反省会で話を出すとけんかになるから
〔問1)26;G (悶2):l臼%C問3)3o% 6少しは先生の言う ととをきくから
7クラスの恥になるから
sグループに入っていない人まで迷感す
るから
Q町 Fラスの空ら気が'Il!!:くなると勉強がぞり
g にくいか
@そのままにしてあ・く 1あとでいじめられるから
0しらん顔をしている 2そんなかかわり合いになりたくないから
0だまってし3る 3言うてもきかないから
。あいてにならない 4注意するとなおけんかがはげしくなる
0勝手にさせておく から
Cみている 5巻き込まれたくないから
(悶1)品%C問2).20~百(問3) 30~百 6へん2乙とを言うと欄iまずしにされるか
7注泣するといばっていると言われるから、
8あまりけんかをしたくないから
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@その他
Oどちらかのク・ループにはいる
O多数決でさめる
0たまになぐる
O相手が泣くまでぞっつける
。グループなんか作らせないように
ずる
(問1)1% (問2)1% (間的 6%
(3) 中学生の反応
.-::-. 
11" 
①みんなで話し合って解決する
動
。学級会1:詣を出して対後をねる
0学級会で双方に反省を求める
0みんなで話し合ってよくしていく
(問1)出%(問2)Hl% C閥均 13%
①直接I'中高りさせる
0前グループを九千放させる
。両グループを仲ょくさせる
。何人かしてグループに注定する
O苛方に仲ょくするように雪う
。リーダ F を話し合わせる
〈問り 4:l%l閥2)35% (閥的 23%
自由 φn v.t.J 
1勢力の強1片方へはいったほうがかもし
ろい
1 Aは~'， 8人でJHi5， 6人だから
3かんし ゃく支のおがきれるから
4今度おつかながって慈口を言わなくな
るから
5気にくわないから
おもな漂白
1話し合えばわかってくれるから
2個人で注主.J:しでも効果がないから
3みん念仲よくなりたいから
4クラス全体!t関係のある ζとだから
b双方に言い分があるだろうから
6少なくとも衝突はさけられるから
7グラスのふんい気がおもしろくないから
8片方だけとめたってもだめだから
主グループを作れば怒口をもち出すから
2グツレープの人たちは反省するだろうから
3みんなと親しくするために
4どっちかが相手にしなければけんかに
ならない
5紅l全体が変な自で見られるから
日間じクラスでそういうことはよくない
から
7いやな感じがするから
8他の人に迷惑がかかるがら
!1 リー ダーがいちばん患いから
一
. 
~~ 
@先生からとめてもらう 1先生ならみんなの立場になってくれる
。先生!~処鐙してもらう から
0先生に訴す 2先牛.だったらいちばん効果があるから
。先生の協力を求める 3生徒同志注意しでもきかないから
0先生から fJÇ~青をきいてもらう 4かまわないと大げんかになるから
0先生に相談する 5グラスの空気がだんだん感くなるから
，0先生lと言っ℃解放させる 6自分たちでAやってなおさらζじらかさ
、
ないために
(問1)15% (問2)26% (閉め 33% 7両方とも慰く反省しそうもrないから
8自分でしょうとするとにくまれるから
9それだけの勇気がないから
@そのままにしてあ‘く 工どちらへついてもにらまれるのは自分
。かまわないでおく だから
2自分には何も関係がないから
、
。相手にしない
0中立を守りだまっている 3口出しするとかえってよい結果にならないから
。そのままでなりゆきを見る 4事な駆的に両グループの中へ入っていけ
(関1)11% C閑2)22% (閥均 25% いから
5社:怠したりするといばっているように
みられるから
6言ってもきかないのだから
. 
7通米に交われば芳、くなってしまうから
8めんどうだから
9自分の性質がひねくれてしまうから
@その他 1気分が自然にほぐれて仲よくなるだろ . 
0旅行にいっしょに行かせる うから
()みんなで遊んだりする 2遊んでいるときはそうむきにならないから
0どちらかのグループにはいる 。いつのまにか引きずり ζまれてしまう
(軒]1)3% (問2)1% (問3)1% から
‘ 
1・
， 
' 
， 
戸‘
、
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ト(4) 高校生の反応
行 勤
白みんなで話し合って解決する
。グラス会休の問題としてとりあげ
る
Oみんなで相談して対策を立てる
。みんなを党大に見てぞって和解さ
せる
Oみんなでグルーフ'の解放を求める
O~ラス全体を一つにするよう話し
A 、
壬Zつ
(悶1)36% (筒2)34% (閉め 15%
①共同の仕事を過して和解さ-Itる
。いっしょにゲームをする
。旅行を計百してヤる
。組全体でレグリエーシヨンをする
O:Jdもしろい遊びを計副する
。協力せねばならぬような仕事をす
る
〈問1)1-1% (悶2)14% (問3)16% 
、可
①直接仲直りさせる
。中立の立場で誤解をとく
O[徐々に和解させる
0仲裁して仲ょくさせる
。両‘グJレー フ.を話し合わせる
O互いの言い分をきいて説得する
(問l)鉛%(問2)23% (問3)225百
おもな理由
I ~グ内向叫…見で解決すべきだ
2原因をグラスのみんなで考えてぞるため
3荷グループの誤解をとくには話し合い
がいちばん
4両グループとも心から惑かったとあぞ
まるだろう
5グラスは一つの集団としてまとまって
いるべきだから
6クラスの団結に支l涼をきたすから
7話し合えばその人その人の考えがわか
るから
S 生徒悶だけではけんかになりぞすいから
S勉強するにも落ちつかないから
I :解…知山一まぐされる
2自分の組を勝たせるために績がまとまる
均そういう仕事は家庭・や成績に彩容がな
"いから
4いっし ょに行動すれば気特がとけ会っ
てくる
5仕事を還して相手の長所がわかってく
るだろう
6団体生活を通せば自然に社会館がつい
てくるから
7一度心がとけ合うと以後は仲よくっき
合える
円相手をよく知るには共通の場が必要だ
から
1クラスがそんなに乱れていてはとまる
から
2楽しい学級は楽しい学校生活のもとだ
から
3中立の立湯に立てば両方が納得するだ
ろう
4何となく気分的にいやな感じだから
5グラスの空気が思いと学力が低下する
から
6衝突してけんかになる湯合も考えられ
るから
?互いに人間として考霊せ必ばならぬから
S学校生活全体がつまらなくなるから
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@先生からとめてもらう 1生徒主1:'、Fけではその人たちは生~気だと
。先生から注意してもらう するろう2グラスのζとは先生と相談したほうが
0先生に言う よいから
。先生の協力をえて和解させる 3尊敬する先生の言葉は胸にしみ乙むだ
。先生から解放させてもらう ろう
(尚1)8% (問2)2% (飼わ 2% 4生徒同志ではすぐには直らないから
6それだけの勇気が自分ーにはないから
6先生だってだまっていないだろうから
7先生もグラス社会の重要な成員だから
@そのままにしておく 1口出しiZ尚ると肘ます対立がはげしく
。申立を守って静制する な白るか2 分も 中に巻き乙まれるから
。なりゆきを傍観する 3どちらのクツレープも感心しないから
0かかわりあいにならない 4どちらにもにくまれたくないから
。しらんふりをしている 月いつかは仲直りするだろうから
。どちらにもつかない 6中立であれば自分の所に被害はないから
。仲裁しないでbく 7話しかけようとしても応じないだろう
(問。 ]0%(関わ 18%(閉め 34%
8そんなひねくれた連中とは友だちにな
れない
、ι 9大部分の生徒には関係のないととだから
@その他 1でらきるだけ多くの人とつき合うべきだ
0どちらとも友だちとして交際する
台、
0第三の明るいグループを作る 2そζへ51:込んで自然に仲ょくさせるため
8そうすればどちらかが折れるだろう0[1南方を徹底約に争わせる
。どちらかに所属する 4仲間はずれにされるのがいぞだから
OAのグループ乙そ7恐い 5いばるからBのグループがひがむのは当f!.~
L開1)6% (問2)9% (問3)11% 
， 
、
， 
， 
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(5) 反応にみられる窓織と実践の傾向
(イ〉調査問題 (4)のような場面にほ出しゼ，児窓生徒がどう行動するかは大き〈読
の二つに分けられるようである.第一は何らかの方法によって「両グループを和解させ，
明るい学級をつくりあげていζう」とするもの，第二は「なり.ゆきにまかせてそのままに
してお‘くJというものである。もとより小，中，高校生とも，前者の行動をとるとする4
のが圧倒的に多い.
と乙ろで!乙れにはそのとる方法のちがいによって多少おもむきを異にする次の間つ日
行動が合まれている.第一は仁みんなで話し合って解決する」というものe第二は「直筆
仲直りさせる」というもの，第三は「先生からとめてもらうJというもの，第四は「刻同
の仕事を遇して和解させる」というものである.さいどのものは高校生lて特徴的な国I;e;の
ようである，
Cロ)まず「みんなで話し合って解決する」という行動をとるというものは，ィ、，中，
高と，学年が進むにつれてしだいに増大していく傾向を示している z すなわち，小学生で
は(問1)20%・〈筒 2)12%. (問3)1 09;品，中学生では〈問1)25%. (摺
2)16%.(閑3)1 3 %，高校生では(問1)36%， (問2)34%. (問3)
15%となっている。そして小学生ぞ中学生では「学級会などで両方のグループを反省さ
せる」というようなN応が多いが，高校生になると「グラス全体の問題として取りあげて
両方のグループの人たちを光大にみてやり， クラス全体を一つにするよう対策を立で
るJという ような反応が多くなってきている ζとが注目される，
また，とのような行・勤をとるという理由にも質的な変化がよみとれるようである.つま
り小学生や中学生に多いのは， rクラス全体がおもしろくないからJ，rみんなに述惑
をかけるからJI rじまんをしたり，人の悪口を言ったりす多ことだからJ，r個人で注
意しでも効果がないから」というようなものであるが 高校生になると 「グラス全体の問
題だから全体の意見で解決すべきだJとかI r話し合うととによってみんなの誤解がとけ
耐クソレープの人たちもわかってくれるだろうから」とか， r話し合う乙とによってひとり
ひとりの考え方ぞ立場がわかり，対立の根本原因もみつかるだろうから」とかいう理由づ
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けをするものカT多い。
しかし，小，中，高校生とも，c問2).:io、よび(閲 3)の反応においてはとのような行
動をとるというものがいちじるしく減少していゐ事実を見落してはならないであろう.
(ノサ 次に 「痘按仲Iまりをさせる」という行動をとるというものは， 小学生に最も多く
中学生，高校生と学年が進むにつれてしだいに減少していく傾向を示している.すなわち
小学生では〈問1) 4 9 %' c問2)38%， (問3)1 9 %，中学生では， (問 1)4 
3%， (問2)主5%，c問3)28%・高校生では f問1)2 6 %. (問2)23%， 
偶3)22%となっている.
また小，中学生では. r両グループを解散させるJ，r注意するJ'i両方の惑いとと
ろを複させる」というような反応が多いが，高校生では「中立の立場I~立rって両者の誤解
をとくJとか. r何万のグループを徐々に和解させるようつとめるJとか， r爾グループ
を話し合わぜる」とかの反応が多くみられる.
しかし， c間 1)で乙のような行動をとるというものも. (悶2)io、よび〈問3)の反
応ではかなり減少している乙とが注目される.
(ニ〉次に「共同の仕手ーを過して和解させるJという行動の中には， rみんないっしょ
にゲ ムーをするj，r旅行をするJ，rレグリエーシヨンをする」等hが含まれているが
Eのような行動をとるというものJま小学生には全然ない.中学主主には29るばかりある。高
校生itはかなり多ぐ. (筒1)および(問2)で14%. (問3)では 16%となってい
あそして(問 3)で減少するどとろかaかえって府大しているのが注目される.
官それならば3 とのような行動をとるという理由は何か.r解放された気分になり..8然
のうちにシコリがほぐれて仲よくなるからJ，r集団的なゲームは自分たちのクラスを勝
なせたいために組全体がまとまるからJ，rゲームぞ旅行ぞ遊びなどは家庭とか目立五貨とか
にあまり関係がなく ，自然のうちに気持がとげ合ってくるからJ，r自然に相手方の長所
が式く怒μされ，それを互いに尊重するようになるからJ等々である.
(ホ)次に「なりゆきにまかせてそのままにしておく」という行動は予想に反して， _&i¥ 
らずしも小学生に多いとはいえない。むしろ 〈問 1)の反応にあ・いては・小学生が最も少
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なく，中学生ヤ高校生に多い.すなわち，小学生では4%にすぎないのに対し・中学生で
は149{"高I佼生では10%のものが「だまっているJ.r中立を守って静観するJ.
「なりゆきを傍観するJ，rかまわないでおく」等々と反応している.
しかし， (問2)IJ‘よび(悶3)の反応では.rだまっている」というものがいちじる
Lく駒大している乙とは，ィ、， 中島高校生に共通である.すなわち，小学生では(問1) 
の4%が く問2)では20%に墳大し.(問3)ではさらに明大して30%となっている
問機に中学生てすま.1 4 %. 2 2 %. 2 59長.高校生では10%，18%，34%となっ
ている.
それならば 「だまっているJ.rなりゆきにまかせるJという理由は何であろうか.と
れにも発達による質的変化がみとめられるようである.つまり，小学生や中学生1:特徴的
な反応は. rへたに口出しをするとあとでいじめられるからJI rそんなグループとかか
わり合いになりたくないからJ.r注意したってきかないだろうから」などであるが，高
校生になると「まわりから口出しをするとますます対立をはげしくしてしまうから」とか
「自分もその渦中に巻きこまれたくないからJとかI rどちらのグループも感心できない
が2 いつかは仲直りするだろうからJというような反応がかなり多心なる。乙れも，彼ら
の銭!践的知恵がそう反応さぜたのであろうか.
Cへ〉以仁の「だまってhるJ.rなりゆきiヰまかせる」というものと，さきの「みん
なで話し合って解決するJ.r直接仲直りさせる」というものの中間に位するのが「先生
からとめてもらう」というものであるe
とのような行動をとるというものは小学生1:最も多く ，中，寓と学年が進むにつれて，
減少していく傾向を示している.また〈問1)よりはく問2). (問2)よりはく関3)
としだいに増大していく傾向は，小学生，中学生にみられるが・高校生では逆の傾向を示
している。すなわち，小学生では(閑1)26%， (問2)29%. C問3)35%.同
様に中学生では 15%.26%，33%，高校生では8%.2%， 2%，となっている.
次にその理由1:検討・を加えてみよう.小学生にみられる特徴的な反応は「対立が長く続!
くといヤだからJ，r先生に注意されれば仲よくなるだろうから」といるようなものであ
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るが，中学生中高校生になると， i先生ならみんなの立場になってくれるから」とか・
「タラ弐全体のζとは先生と相談したほうがよいから」とか・ 「尊敬する先生のととばは
深くみんなの胸にしみζむから」とかの反応が多くなってくる。乙とにも質的な変化がみ
tれるようである.
(ト〕さいどに，予想しなかった反応をいくつかひろいあげてみようー「どちらかのグ
ルー プにはいる一一勢力の強いほうへはいったほうがお、もしろいから，いつのまにか引き
fりとまれてしまうから・仲間はずれにされるのがいやだからJ(小，中，高〉・ 「多数
決でさめる一一人のグループは7，8人でBのグループは 5，6人だからJ(づっ，
「たまになぐるーーかんしゃく去のあーが切れるからJCd') ， r相手が泣くまでやつつけ
る一一おつかながって今度悪口を言わなくなるからJ(小)， r第三の明るいクツレ←プを
つくる一一そ乙へ引きこんでI司然に仲ょくさせるためJC高). Iどちらとも友だちとし
てま際するーー でーきるだけ多くの人とつき合うべきだからJ(高).r両方を徹底的に争
わせる一 そーうすればどちらかが折れるだろうからJ(高〕等々である。
児童生徒の経験的知恵にもとづく問題解決の方法には，われわれが予期しなかった適切
なものもあるが，また好ましくない問題解決の方法も存在する。「なぐるJ! r相手が泣
〈までぞっつけるj. r多数決で決めるJ， r徹底的に争わせるJ.rどちらかのグルー
アにはいる」等々がそれである.しかし，乙のような反応の背録には具体的な生活経験が
あると考えられるので，そうした経験的背景をじゅうぶん究明して是疋していえ必要があ
ると思われる.
?却 噌
